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彦
根
藩
佐
野
領
の
松
茸

　
松
茸
は
秋
の
味
覚
の
代
表
格
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
江
戸
時
代

に
お
い
て
は
、
現
在
ほ
ど
高
級
食
材
で
は

な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
や
は
り
秋
に
な

る
と
盛
ん
に
贈
答
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
彦
根
藩
で
は
、
藩
領
内
の
里さ

と

根ね

山
（
彦

根
市
里
根
町
）
な
ど
で
松
茸
が
採
れ
ま
し

た
。
秋
に
な
る
と
藩
主
が
松
茸
狩
り
に
出

か
け
、
数
百
本
、
時
に
数
千
本
も
採
れ
た

松
茸
を
家
族
や
家
臣
に
贈
っ
て
い
た
こ
と

が
、
藩
主
の
側
近
く
に
仕
え
た
側
役
の
業

務
日
誌
で
あ
る
「
側そ

ば

役や
く

日に
っ

記き

」（
彦
根
藩
井

伊
家
文
書
）
な
ど
か
ら
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
彦
根
藩
で
や
り
取
り
さ
れ
た
松
茸
は
、

近
江
国
内
産
だ
け
で
な
く
、
彦
根
藩
の
飛

び
地
で
あ
る
下し

も

野つ
け

国の
く
に

佐さ

野の

（
現
栃
木
県
佐

野
市
）
の
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
佐
野
領

に
は
御
林
山
と
呼
ば
れ
る
藩
が
管
理
す
る

山
が
あ
り
、
こ
こ
で
松
茸
が
採
れ
ま
し
た
。

佐
野
の
松
茸
は
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　
写
真
の
史
料
は
、弘
化
二
年（
一
八
四
五
）

か
ら
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
ま
で
の
佐

野
松
茸
の
送
り
先
の
記
録
で
す
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
ま
ず
「
御
屋
敷
納
」
と
し

て
、
藩
の
屋
敷
へ
納
め
る
分
が
あ
り
ま

し
た
。
作
柄
に
よ
る
の
か
、
多
い
年
で

千
二
百
六
十
本
、
少
な
い
年
で
三
百
四
十

本
で
し
た
。

　
ほ
か
に
、
藩
か
ら
音い

ん

信し
ん

（
進
物
）
や
下

賜
品
と
し
て
送
る
先
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
日に

っ

光こ
う

南な
ん

照し
ょ
う

院い
ん

（
栃
木
県
日
光
市
）
へ

五
十
本
、
中な

か

田た

御
関
所
（
茨
城
県
古
河
市
）

へ
百
本
、
中
田
宿
本
陣
（
同
前
）
へ
五
十

本
な
ど
で
す
。
南
照
院
は
日
光
東
照
宮
の

宿
坊
で
、
彦
根
藩
主
が
日
光
へ
将
軍
の
名

代
と
し
て
参
詣
す
る
際
に
宿
泊
し
た
場
所

で
す
。
中
田
御
関
所
と
中
田
宿
本
陣
は
江

戸
か
ら
佐
野
へ
通
じ
る
街
道
上
の
関
所
と

宿
場
で
、
佐
野
領
と
の
行
き
来
の
際
に
世

話
に
な
っ
て
い
た
所
で
す
。

　
そ
の
他
、
佐
野
に
い
て
諸
役
に
就
い
て

い
た
足
軽
ら
に
も
下
賜
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
足
軽
小こ

頭が
し
ら（

足
軽
組
内
の
統
制
役
）
二

人
へ
十
本
ず
つ
、
物
書
役
へ
七
本
、
物
書

見
習
・
手
伝
へ
五
本
ず
つ
、
御お

ん

陣じ
ん

屋や

守も
り

と

松
茸
送
り
役
へ
五
本
ず
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
下

賜
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
佐
野
で
採
れ
た
松

茸
の
全
て
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
佐
野
代

官
の
業
務
日
誌
「
御
用
日
記
」（
彦
根
藩
井

伊
家
文
書
）
の
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）

八
月
十
八
日
条
に
よ
る
と
、
こ
の
時
松
茸

一
万
五
千
四
十
九
本
が
採
れ
、
こ
の
う
ち

千
百
二
十
本
が
「
御
上
り
」（
藩
主
の
い
る

江
戸
屋
敷
へ
送
る
分
と
見
ら
れ
る
）、
南
照

院
へ
五
十
本
、
な
ど
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
史
料
に
は
残
り
の
約
一
万
三
千
七
百

本
分
の
扱
い
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
ど
こ
か
へ
送
ら
れ
た
か
、
或
い
は
売

却
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
先
に
見
た
弘

化
～
安
政
期
頃
も
、
こ
れ
と
似
た
状
況

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
本
数
は
不
明
な
が
ら
、
江
戸
屋

敷
を
経
由
し
て
彦
根
へ
も
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。「
側
役
日
記
」明
和
五
年（
一
七
六
八
）

九
月
十
五
日
条
に
「
佐
野
の
松
茸
を
送
る

よ
う
命
じ
る
書
状
を
、
飛
脚
で
江
戸
に
送

る
よ
う
用よ

う

人に
ん

の
三
浦
へ
依
頼
し
た
」
と
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
同
七
年
九
月
十
三
日
条

に
は
「
佐
野
の
松
茸
が
送
ら
れ
て
き
た
」

「
今
年
は
彦
根
か
ら
依
頼
し
て
い
な
い
が
、

例
年
通
り
送
ら
れ
た
」
と
あ
り
、
毎
年
送

ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は

先
に
見
た
「
御
屋
敷
納
」「
御
上
り
」
の

内
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
佐
野
の
松
茸
は
、
佐
野
に
近
い
地
域
で

の
贈
答
に
も
使
わ
れ
た
の
に
加
え
、
藩
の

江
戸
屋
敷
へ
送
ら
れ
、
さ
ら
に
国
元
彦
根

へ
も
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
佐
野
の
松
茸

は
、
江
戸
や
彦
根
で
も
秋
の
風
物
詩
と

な
っ
て
い
た
の
で
す
。
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